
れんけっしゅ

の作業を行わせたのち採m している。(加藤誠次郎)

れんけっし ゅく んれん 連結手訓練 労働基準法の定めに従

い ， jA'~車場などで車両の ìill結 ・ 解放作業に従事する迎給手のfι

岱予防をはかるため， 新たに泌総手に登}!J しようとする収品に

対して行う業務上必要な訓練。医l鉄では原HI! として操1Iï J必およ

び連結手定員 30 人以上の駅に勤務する jili結手には， 当該駅にお

いて最低限度 60 I時間の所定訓練を災施しているのであるが，連

結手定員 30 人以 |、 の駅であ っても ， 特殊事前のある駅の~t.~i手

に対し ， これと阿憾の訓練を実砲して傷密事故の絶滅を則して

いる。(軽米利叙)

れんけつじゅんじょ 連結順序 前途の中間以における 1'ì平

fi7!結作業，および小口貨物ftt創作業を間使にし，またつきfの組

立駅の州内作業を緩和することによって，貨車輸送I時間を短縮

するために，貨物列車には L列車組成および貨車集結ブjl によ

って ， 1ï: 11ïの辿結順片，が定められている。すなわち最も近距隊行

の穴車を最古íj ~il) とし，以下駅川:iに自己列組成しなければならない。

ただし中間以で貨物のfRíEIlを行う代用車および小口混i依絞1liは ，

f，1j役作業を容易にするために一括して H洋とし ， 列車の後部ま

たは1'ì11i集結ゴJに指定された位低にjili給することになっている。

貨物列車はその始発駅において ， 所定の列車組成および質事

集結プJにもとづいて列車を組成しても，中間以において1't11Iを

j界結するさいに，中間以の停車l時分， 構内の西日記，~，その他のつ

ごうによって ， 所定の位置に組み込むことができない場合が多

い。つぎの組立以では， この乱れた列車の迎結JI~iJ+を援正する

のが 1 つの任務である。(山岸似J六)

れんけっせいげん 連絡制限 列車を品!Hえする場合辿結する

車両の同数には極々の制限がある。この制限の総称。

l 列車を組成する車両の ìill結両数は， これを葦引する機|謀l

111 • 1l.:I日IJ事または気動車の牽ぢ|定数をこえてはならなL 、。

2 線路の有効長により列車の長さを制限するため， 鉄道管

理局長がその停車場と iili結同数とを指定したときは，これをこ

えて列車を組成しではならなし、。

3 貨物列車の集結愉送においては， 支社から指定された集

結武任以において，集結すべき l'ìIlï数を指定する場合がある。

この集結i't任事数を指定する万法には現111 ・ 換算 ・ 絞殺品目に

よる制限の 3 tillJJiあるが，たとえば L沼津以遠行 30 両以1;1l と

いうように，連結することのできる最大限度を指定する場合も

ある。(内田íJjft)

れんけっそうち 連結装置 (車両の ) (災) coupling device 

鉄道は輸送単位をできるだけ大きくすることが絶対的な条件で

あり ， そのためには車両を何向か述結して使用することとなる

ので， 古くから極々の連結滞が使用されている。連結主主位は引

張装置と ， 車両の迎結\1骨および発 ・ 停車時または走行中の{自動

を緩和するキ緩衝装位とからなっている。その必嬰条件は

(1) 車両の述結 ・ 解放が簡単で， その作業に危険のないこと

(2) 術撃をできるだけ緩和し， 車両に恕影響を与えないこと

(3) i':) 1張力強 く ， 折mのないこと

(4) 摩耗が少なく ， 部品の数もなるべく少なく ，修絡が容易

であること等である。

車端連結装置 普

通には11ほ出に取付け

られ， ~ I ~長装置を事

端中火に備え ， 緩衝

装置をこれと別個に

両側に設けたものと ，

引~民装慨を111..:品中火

小形辿l;!，総

に úiliえ ， その I立後に緩衝裟置を設けたものとがある。

中|問述給一裟訟は蒸気機関車と炭水車との|笥， 電気機関車の台

111昨日に使用されている連結装位で，ほとんど連結解放の必要が

ないので引以降の両端をピ γで止め， 月IJに適当な緩衝告"を備え

てすき聞をなくしている。

引仮装置の傾類

1 ねじi単結保 欧州その他米大陸を除く諸国に最も広く用

いられているもの。ねじ俸の阿端が 2 つの U 字JI:**- リ γ クに取

付けた耳軸の雌ねじにはめであるもので，一方のリンクは頭に

かき.のある引張俸のかぎにつけた日穴にìill してあり，他方の リ

ンクを相手車両のかぎに引っかけ，ねじ俸の中央にある J)l! して

こを回転して ， 間1lïl問の連絡にたわみのないように締めあげて

使JTIする。わが国においても自動連結球J采 ff打líJには，車両の一

端にはねじ述結;総をつけ， 他端にはリンクをつけた Lねじリン

ク述給総1 を使用していた。これはねじ連結*fiを相手車両の引

政かき胴にかけてねじを締めたのら ， 相手車両のリンクを当方の

号 1'*かぎにかけて泣く経使な方式である。しかし同磁ìill結総が

ついた事端同士が|向い合った場合にはjili結できないから， 前後

の述結wrtを引!ll~勝目 í'(から取りはずして， 相互に付けかえねば

ならない不使がある。

その後輸送誌の地加， 列11ム illlit増加lなどに伴い，連結Wi-nxを

自動的に行う l当初~iili結;社社をJ来月lすることになり，大正 14 年にそ

の一斉取替え工事が行われた。

2 本自 ifVJ ìill給総

3 *箆・1音速結Rfi

4 小形連結器 単車運転で使用する車両 (llï雨回送の場合

は迎給総が必ill!)の場合， または連結同数の緩く少なL、車両の

場合は自由J述結伐のような大JIjのものは不必裂なので， 簡易経

iii:な小形ìill結'*を使用している。 これは簡易連結器とも呼ばれ

ている。もちろんこれは自動述結綜とも連結できるもので， 国

産9<のディ ー ゼノレ動車に佼mされているものは， 述結国の輪郭を

自 ifVJ述結m.; と同じくし，ナツタ ノレをピソで止め， 他に錠ピソを設

け， この錠ピソのぬきさしで主li結解放を行うものである(図)。

連結

3 

を互に辿結する俸をし、う。主連絡により直接回転されるiIil'輸を

主if!}J輸といい， ìill結絡によって結ばれた!IlJJ輸を連結動輪という。

連結ifVJ輸は軌道の負担力の制限から設けるのであって， その粕

活力は主動輸の粘着力とともに粘着引破力として利用される。

動刺激が 2 侶1の場合には述給俸は左右 l 組でよいが， 3 qql!以上

の場合には l 本の述結俸でつなぐと無理がおきるので，各il!}ji組l
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